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ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マが媒介す る ウ イ ルス病

は じ め に

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frankliniella occidentalis 

(PERGANDE) ) は， Toゆovirus 属の ウ イ ル ス を媒介す る 重

要 なベ ク タ ー と し て 知 ら れて い る 。 ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ

ウ マ が媒介で き る ウ イ ル ス に は， Tomato spotted wilt 

virus (TSWV) ， Tomato chlorotic spot virus 

(TCSV) ， Groundnut ring spot virus (GRSV) ， 

Impatiens necrotic spot virus (INSV) があ る (PETERS

et al. ，  1996) 。 幸い な こ と に 日 本では， TSWV 以外の発

生は認め ら れて い な い が， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が既

に侵入定着 し て い る こ と か ら ， い つ こ れ ら の ウ イ ル ス 病

が多発 し て も 不 思 議 で は な い 状況 に あ る 。 特 に INSV

は 防除上重要な ウ イ ル ス であ る の で， 侵入 に対す る 警戒

が必要であ る 。 ま た ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に よ り 伝

搬 さ れ る TSWV の 被害発生 は 今後拡大 す る の は 確 実

で ， TSWV の研究や 防除対策 を 一層強化 し て い く 必要
カ宝 あ る 。

現在， 日 本で発生が問題 と な っ て い る TSWV の諸性

質， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に よ る ウ イ ル ス の獲得伝搬

方法， 発生の実態 を 中心 に 述べ る 。

1 TSWV の諸性質

TSWV は Bunyaviridae 科 To者povirus 属 に 属 す る ウ

イ lレ ス で あ る 。 Bunyaviridae 科 に は ほ か に 4 属 あ る が，

こ れ ら はすべて動物 に感染す る ウ イ ル ス で， TOsþovirus 

の みが植物 に感染で き ， 分類学的に は き わ め て特殊 な ウ

イ ル ス であ る 。

TSWV の ウ イ ル ス 粒子 は 平均径 85 nm の被膜 を持つ

疑似球状粒子であ る 。 感染細胞の細胞質内の小胞体膜や

ゴ ル ジ体膜 に ウ イ ル ス 由来の G 1， G 2 グ リ コ プ ロ テ イ

ンが結合 し， そ の 中 に ヌ ク レ オ キ ャ プ シ ド が入 り 込み，

TSWV の ウ イ ル ス 粒子 は 出芽形式で， 感染細胞 の 小胞

体中 に 多数形成 さ れ る (LAWSON et al . ，  1996) 。 電子顕微
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鏡で は ウ イ ル ス 粒子の ほ か， 非構造 タ ンパ ク 質の繊維状

構造物や ヌ ク レ オ キ ャ プ シ ド の凝集体 も 観察で き る 。

TSWV は 3 分節の 1 本鎖 RNA を ゲ ノ ム と し て持つ。

TSWV の ゲ ノ ム 構造 は津 田 (1994) の 総説が詳 し い の

で， 参照 さ れた い。

TSWV の 宿 主範 囲 は 約 50 科 500 種 と 非常 に 広 い 。

キ ク 科や タ デ科 な ど の雑草の 中 に は， ノ ゲ シ や ギ シ ギ シ

の よ う に TSWV が全身感染 で き ， 越 冬 す る も の も あ

り ， 翌年の伝染源 と な る 。 こ の た め ， 本 ウ イ ル ス は一度

侵入す る と 定着 し や す く ， 根絶 は不可能 に近い。

E ミ カ ン キ イ ロ アザ ミ ウ マ の ウ イ ル ス

謹得方法

TSWV の ウ イ ル ス 粒子 は 不安定 な た め 接触伝染性 は

弱 く ， ま た 土壌伝染 と 種子伝染 は し な い。 TSWV は 主

に ア ザ ミ ウ マ 類 に よ り 伝 搬 さ れ る と 考 え て よ い。

TSWV の ア ザ ミ ウ マ 類 に よ る 伝搬 は増殖型の 永続伝搬

で， ウ イ ル ス を獲得 し た ア ザ ミ ウ マ は終生伝搬能力 を保

持す る が， 経卵伝染 は し な い。 TSWV を 伝搬 で き る ア

ザ ミ ウ マ と し て ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， ヒ ラ ズハ ナ

ア ザ ミ ウ マ (Frankliniella intonsa) ， ダ イ ズ ウ ス イ ロ

ア ザ ミ ウ マ ( Thriþs setos凶) ， ネ ギ ア ザ ミ ウ マ ( Thriþs

tabaci) ，  Frankliniella schultzei お よ び F. fusca が知 ら

れて い る (PETERS et al. ，  1996) 。 こ の 中 で， 特 に 重要 な

媒介虫 は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ で あ る と 考 え ら れ る 。

そ の理由 と し て ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は TSWV を

効率良 く 伝搬で き る こ と ， 薬剤抵抗性が発達 し て い る こ

と ， 宿主範囲が広 い こ と ， 耐寒性が あ る こ と ， な どが あ

げ ら れ る 。 WUKAMP et al. (1995) は 4 種の ア ザ ミ ウ マ の

TSWV 伝搬効率 を調査 し， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の

伝搬効率が高 い こ と を 明 ら か に し て い る 。

ア ザ ミ ウ マ類が保毒虫 に な る メ カ ニ ズ ム は， ミ カ ン キ

イ ロ ア ザ ミ ウ マ で最 も よ く 研究 さ れて い る 。 す な わ ち ，

I 齢幼虫が感染植物 を摂食す る こ と に よ り ウ イ ル ス を 獲

得で き る (VAN d e  WETERING et al. .  1996) 。 そ れ以降の 2

齢幼虫や成虫が感染植物 を摂食 し て も 保毒虫 に は な れ な

い。 成虫が保毒虫 に な れ な い の は， ウ イ ル ス の 中腸か ら

の 体 内 侵 入 が 阻 害 さ れ る か ら で あ る (ULLMAN et al . ，  
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1992) 。 摂食 さ れた ウ イ ル ス は幼虫 の 中腸 (midgut) よ

り 体 内 に 侵入 し， 幼虫体内 で増殖す る (ULLMAN et al. ，  

1993) 。 ダイ ズ ウ ス イ ロ ア ザ ミ ウ マ で も 幼虫体内 での ウ

イ ル ス 増殖の研究報告 (Tsuda et al. ，  1996) があ り ，

TSWV を伝搬で き る ア ザ ミ ウ マ 類 に 共通す る 結果が得

ら れて い る 。 ウ イ ル ス が体内増殖 し た l 齢幼虫 は 2 齢幼

虫 に な る と ウ イ ル ス 伝搬能力 を 持 ち ， 摂食行動の際に唾

液腺 よ り 分泌 さ れ る ウ イ ル ス を含む唾液 に よ り ， 植物 に

感染す る 。 実際に株か ら 株への伝搬が起 き る の は， ウ イ

ル ス を獲得 し た 幼虫が羽化 し て 飛淘能力 を持つ成虫 に な

っ て か ら であ る 。 ま た ， ウ イ ル ス を体内 に持つ ア ザ ミ ウ

マ は す べて ウ イ ル ス の伝搬能力 を 持つ わ け で は な し あ

る 濃度以上の ウ イ ル ス を体内 に持つ ア ザ ミ ウ マ の み が伝

搬能力 を獲得で き る よ う であ る (VAN de WETERING et 
al.， 1996) 。

皿 TSWV の発生状況

TSWV は現在， 世界中 の 熱帯. ]É熱帯， 温帯地域 に

発生 し て い る 。 一部 の地域 で は 突発的な発生で終息す る

場合があ る が， 大部分の地域で は継続発生 し， ト マ ト ，

ピ ー マ ン， レ タ ス ， ラ ッ カ セ イ ， タ バ コ な ど に 甚大な被

害 を 及ぼ し て い る 。

日 本 で は. 1965 年 に 輸入検疫 中 の ダ リ ア よ り 検出 さ

れた のが最初で， そ の後， ダ リ ア ， ピ ー マ ン， ト マ ト ，

タ バ コ な ど に発生 し た 。 し か し ， 発生 は突発的な こ と が

多 く ， 全国的に 多発す る よ う な こ と は な か っ た 。 こ の 中

で， 茨城 県 の ピ ー マ ン と 奈 良 県 の ト マ ト に 発 生 し た

TSWV は， ヒ ラ ズ ハ ナ ア ザ ミ ウ マ と ダ イ ズ ウ ス イ ロ ア

ザ ミ ウ マ がそ れぞれ主要媒介虫で あ っ た 。

袋 一 1 TSWV に対す る 最近の度害虫発生予察特殊報

特殊報発表年 都府県名 対象作物

1995 年 静岡県 キ ク ， ガーベ ラ

千葉県 ピ ー マ ン

1996 年 愛知県 キ ク

山形県 ト マ ト ， キ ク

福島県 ト マ ト

1997 年 岐阜県 ト マ ト ， キ ク

栃木県 キ ク

宮崎県 キ ク
埼玉県 ト ウ ガ ラ シ

宮城県 ト マ ト

徳島県 ト マ ト

香川 県 キ ク

神奈川 県 ピ ー マ ン， サ ル ビ ア な ど

静岡県 ト マ ト ， レ タ ス

高知県 キ ク ， ア ス タ ー な ど

長野県 キ ク

現在の TSWV の発生様相 は過去 の も の と は 異 な る と

考 え ら れ る 。 1995 年 に 静 岡 県 の キ ク ， ガ ー ベ ラ で ミ カ

ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が伝搬す る TSWV の 発生が確認 さ

れて 以来， ピ ー マ ン， キ ク ， ト マ ト な どで各県 よ り 病害

虫発生予察特殊報が相 次 い で発令 さ れ. TSWV の 発生

は短期間 に 全 国 的 な 広 が り を 見せ て い る (表-1) 。 ミ カ

ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ が 日 本 に 侵入定着 し ， そ の分布 を 日

本全国 に 広 げ る に し た が い . TSWV の発生が拡大 し て

い る と 考 え ら れ る 。

IV 静岡県での TSWV の発生の現状

1 TSWV の発生経過

静 岡 県 で は 1995 年 に TSWV の 発生 が浜松市 で初 め

て 確認 さ れ， そ の 後， 継続 し て 発生 し て い る 。 1997 年

に は富士市 と 榛原町で も 確認 さ れ， 発生地域 は拡大傾向

に あ る 。 ま た ， 被害発生作物 も 当初 は キ ク ， ガ ーベ ラ だ

け で あ っ た が， そ の後 ト マ ト ， ピ ー マ ン， レ タ ス ， ト ル

コ ギ キ ョ ウ と 増加 し て い る 。 こ の作物の 中 で， 特 に キ ク

の被害が著 し い。

キ ク え そ 病 の 発生状況 を 表ー2 に 示 し た が， ア ザ ミ ウ

マ類 の徹底防除 に も か か わ ら ず. 1997 年 は 本 圃 で 20 . 9

�26 . 1% の 発 生 圃 場 率 で あ っ た 。 一 方， 親 株 床 は

36 . 8% と さ ら に 高 い 発生圃場率で， 親株の汚染 は か な り

深刻であ る 。 こ の親株の汚染が， 本圃での本病の発生の

一要因 と な っ て い る の は 明 ら かで あ る 。 ま た ， 現地で本

病が多発 し や す い 品種 は秀芳の力や名門 な ど で， 発生 に

品種間差が認め ら れて い る 。

2 アザ ミ ウ マ類の TSWV の保毒状況

キ ク 圃場 よ り サ ン プ リ ン グ し た ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ

マ を 5 頭単位で ELISA 検定 し た 結果， え そ 病 の 発生親

株 床， 発 生 本 画， 無 発 生 本 圃 で， そ れ ぞ れ 15 . 2%.

3 . 6%. 4 . 3% が陽性 で あ っ た (表-3) 。 ま た ， キ ク 栽培

圃場周辺で ト ラ ッ プ し た ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と ヒ ラ

ズハ ナ ア ザ ミ ウ マ か ら も 保毒虫が検出 さ れて お り ， キ ク

栽培圃場お よ びそ の周 辺 に ア ザ ミ ウ マ類の保毒虫がい る

こ と が明 ら か に な っ て い る 。

調査年月 日

1995 
1997/5/28 
1997/5/28 
1997/6/18 
1997/10/1 

表 - 2 キ ク え そ 病の発生状況

調査場所

本圃 (露地 ・ 施設)

親株床
本圃 (施設)
本圃 (施設)
本圃 (露地 ・ 施設)

発生園場率
調査圃場数

(% )  

405 
57 
23 
64 
67 

30 . 3  
36 . 8  
26 . 1  
25 . 0  
20 . 9  

1995 年は ア ン ケ - 1- ， 1997 年 は 病徴 に よ る 調査.
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野外雑草の TSWV の保護状況a)表 - 4表 - 3 親株床 と 本圃 よ り 採集 し たa) ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ の保毒状況

応
吸

反
均

性
平
度

陽
の
光

陽性反
応数b)

検定サ ン
プル数

採集年月 日雑草名陽性率
(%) 

1 . 62 
0 . 33 
0 . 13 
0 . 08 
0 . 12 

可EA
唱EA
ηr“
TE目晶
唱目回会

n吋u
qもU
44z
AWU
Fhd

旬I

04
1A

コ セ ン ダ ン グサ '95/7/ 1 1  
ク サ ギ '95/7/11  
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ '95/7/ 1 1  
セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ '95/7/1 1
ハ ル ノ ノ ゲ シ '95/7/1 1  

陽性数c)

床
床
闘
圃

株
株
本
本

親
親

15 . 2  
0 
3 . 6  
4 . 3  

mkd
nHυ
。，“
an『・

検定数b)

内喝u
phu
nhU
内4u

q喝υ
nr“
phd
ハ吋M

え そ病の発生

有
無
有
無

採集場所

1 . 72 
1 .  97 

6 
1 

20 
20 

'96/6/28 
'96/6/28 

コ セ ン ダ ン グサ

ギ シ ギ シ

a) : 採集 は 1997 年 5 月 28 日 に 実施 し た .
同 : 保毒検定 は. 5 頭単位で DAS-ELISA 法 に よ り 行っ

た.
c) : ネ ガテ ィ プ コ ン ト ロ ー ル の吸光度の 3 倍以上 を 陽性

と し Tこ .

2 . 67 6 15 '96/7/30 コ セ ン ダ ン グサ

叫 : 陽性反応 を示 し た 雑草の み を 表記 し た .
回 : DAS-ELISA 法 に よ り 検定 し ， 1996 年 6 月 28 日 に 採集 し た

も の は発色時間 を 1 時間 と し た . そ の 他 は 発色時間 を 4 時間
と し た. 各雑草の ネ ガ テ ィ プ コ ン ト ロ ー ル の 吸光度 の 3 倍以
上の も の を 陽性 と し た .

2 . 65 5 10 '96/10/8 コ セ ン ダ ン グサ

除対策 と し て ， ①施設栽培で は 開 口 部 に 防虫網 を 張 る ，

②ア ザ ミ ウ マ類の体系防除， ③圃場周辺除草の徹底， ④

親株管理の徹底， も 行 っ て い る 。
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905 
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3 野外雑草の TSWV の保毒状況

1995�96 年に キ ク え そ 病の 多発地域 の野外雑草 31 科

83 種， 901 サ ン プル を ELISA 検定 し た 結果， 3 科 6 種

の 雑草が陽性で あ っ た (表-4) 0 ELISA 法 の 吸光度 よ

り ， コ セ ン ダ ン グサ は ウ イ ル ス 濃度がかな り 高 い と 考 え

ら れ る 。 ウ イ ル ス の検出率 も 比較的高 い た め， TSWV 

の伝搬 に 何 ら かの役割 を果た し て い る 可能性があ る 。 ま

た ， ウ イ ル ス の越冬源 と な る 多年生雑草の ギ シ ギ シ な ど

か ら ， ウ イ ル ス が検出 さ れて い る 。

静岡県で は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と TSWV が侵入

定着 し て い る た め ， 特 に 被害が著 し い キ ク を 中 心 に 防除

を推進 し て い る 。 キ ク え そ 病の 防除 に は， 親株 に健全株

を使用 す る こ と が最 も 必要であ る と 現在 は 考 え ら れ る た

め， 健全親株の増殖配布 を 実施中であ る 。 こ の ほ かの防

わお
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植物病理学の実験で は病気の生態 を 熟知 し ， 対象 と な る 病気 を 思 う よ う に 発病 さ せ る こ と が

重要です。 本書 は 病原菌 の 分離 ・ 培養 ・ 保存 ・ 接種 ・ 発病調査法 お よ び薬剤 の 効果検定法

を ， 第一線で活躍 さ れて い る 方々 に執筆 し て い た だ い た 実験の手引 書です。

お申 し込みは， 直接券会出版情報グループにE詳 し込むか， お近 く の欝1苫で取 り 事寄せ てでき い
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